
２０２０年度 第４回外国語学研究科委員会議事録 

 

日 時：２０２０年７月２０日（月）１５：００～１６：１５ 

場 所：ＺＯＯＭによるオンライン会議 

委員数：２８名（定足数１４名） 

出席者：２８名（定足数充足） 

議 長：大月実（外国語学研究科委員長） 

議 案： 

１．２０２０年度博士学位申請論文の審査報告および修了判定（９月修了）について 

博士学位論文提出者について、主査からの審査結果報告を経て投票があり、その結果審査対象学

生の修了と学位授与が承認された。 

 

２．２０２０年度修士学位申請論文の審査報告および修了判定（９月修了）について 

議長指名の主査及び副査より、今年度修士論文の審査結果について報告があり、審査対象学生

の修了と学位授与が承認された。 

 

３．２０２１年度修士論文計画書の提出について（９月修了）について 

 議長の指名により、日本言語文化学専攻主任から 9月入学者の修士論文計画書の提出があった旨の 

説明がなされ、これが承認された。 

 

４．２０２１年度科目編成について 

議長の指名により、各専攻主任から資料に基づき説明がなされ、現段階での科目編成について承認された。 

 

５．日本言語文化学専攻主催第１２回「東西文化の融合」国際シンポジウム開催について 

議長の指名により、日本言語文化学専攻主任から日程等の説明がなされ、承認された。 

 

６．その他 

  （１）中国言語文化学専攻学術シンポジウム開催について 

     議長の指名により、中国言語文化学専攻主任から１１月２１日（土）にオンラインにて 

実施予定であることの説明がなされ、承認された。 

 

  （２）ＦＤ研究会開催について 

     議長より、１０月～１月の間にＦＤ研究会をオンラインにて実施を予定であることの説明が 

なされ、承認された。 

 

報告承認事項： 

１．２０２１年度秋季入試実施に係る方針について 

  議長より、資料に基づき２０２１年度秋季入試について予定通り実施することになった旨の説明があり、 

委員会は承認した。 

 

２．２０２０年度大東文化大学大学院学生奨学金留学生の辞退について 

   議長より、資料に基づき２０２０年度大東文化大学大学院学生奨学金留学生より辞退の申し出があった 



ことの説明がなされ、委員会は承認した。 

 

３．その他 

議長より、学長からの依頼で前期オンライン授業に関するアンケートについての説明があり、 

委員会は承認した。 

 

 

報告事項： 

１．２０２０年度大学院学年歴変更案について 

  議長より、２０２０年度大学院学年歴の変更について報告がなされた 

 

２．２０２０年度秋入試中止と春季入試への選考一元化について 

  議長より資料に基づき、議案１での説明の通り、２０２０年度秋入試中止と春季入試への選考一元化につ 

いて報告がなされた。 

 

３．大東文化大学学長室規定の改正（案）について 

  議長より、大東文化大学学長室規定の改正について報告がなされた。 

 

４．学位論文審査の口頭試問にかかる方針および留意点について 

  議長より、資料に基づき学位論文審査の口頭試問にかかる方針および留意点について説明がなされた。 

 

５．新型コロナウイルス感染予防体制下における学内研究施設使用制限措置についてのアンケート 

調査集計結果について 

   議長より、資料に基づき先般学生向けに行われたアンケートの結果について報告がなされた。 

 

６．一定の制限に基づく院生研究室使用の緩和措置について 

   議長より、資料に基づき、７月１日より一定の制限があるものの院生研究室が使用できるようになった 

旨の報告がなされた。 

 

７．２０２０年度大東文化大学大学院前期学位記授与式について 

   議長より、資料に基づき２０２０年度大東文化大学大学院前期学位記授与式の実施計画について報告がな 

された。 

 

８．２０２０年度大東文化大学大学院秋季入学式について 

   議長より、資料に基づき２０２０年度大東文化大学大学院秋季入学式の実施計画について報告がなされた。 

 

９．大学院の広報について 

   議長より、資料に基づき大学院の広報について報告がなされた。 

 

１０．２０１９年度大学院修了時アンケートの集計結果について 

   議長より、資料に基づき、２０１９年度大学院修了時アンケートの集計結果について報告がなされた。 

    

１１．その他 



   （１）『外国語学研究』第２２号について 

      議長の指名により、編集委員長より進捗状況について報告がなされた。 

 

以 上 


